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１．はじめに
　『山形日報』1 明治24年12月16日，17日に掲載された高山樗牛（1871［明治4］年 -1902［明
治35］年）の『吾妹の墓』と題する短文は，ゲーテの引用ではじまる。
「人はそも何物ぞや，渠の労作を要する時は渠の精力は渠を見棄つるなり。設令（たと）
い渠は一度び快楽の潮に泳ぐとも早晩悲哀の流に立たざるを得ず，設令い其希望は不滅
なりとするも其身（そのみ）は直に冷やかなる黄土に帰らざるべからず（ゲーテー）」 ２
　樗牛はとくに記していないが，この引用は自身が同年7月23日から9月30日にかけて同紙
に連載した翻訳『淮亭郎の悲哀』，すなわち『若いヴェルターの悩み』の第２部12月6日付
け書簡の一部である。ゲーテの出世作『ヴェルター』の翻訳は樗牛のそれが本邦最初ではな
く，この二年前に，わずか四つの書簡のみではあるが錦城中井喜大郎による和訳紹介がある３。
しかし，樗牛のそれは抄訳とはいえ，はじめて「とにもかくにも小説の全貌を伝えたものと
して歴史的な意味はきわめてふかい」4 。樗牛の『ヴェルター』訳によってようやく作品の
輪郭とおおよその細部も含め，原作のほぼ全体像が日本語で伝えられたのである。
　樗牛が翻訳の底本としたのは，Cassell's National Library カッセル国民文庫の英訳 "The 
Sorrows of Werter" であった。先に引用した『吾妹の墓』の当該部分は以下の通りである。
1　『山形日報』については，「樗牛が（…）発表したのは，現在の『山形新聞』の前身『山形日報』で
あった」（『比較文学シリーズ　欧米作家と日本近代文学』第四巻ドイツ篇　福田光治・剣持武彦・小
玉晃一編　教育出版センター：東京　1975年，60頁）という記述がある。しかし，発行人兼編輯人であ
る森谷忠休が官吏侮辱罪でこの年明治24年12月に重禁錮一月の刑を受けたりする『山形日報』は，政社
「正義会」系新聞であり，その後一時『山形新聞』と改題するが現在の『山形新聞』とは異なる。明治
24年当時，現『山形新聞』は『山形自由新聞』（明治24年7月から明治36年7月まで）と称していた。む
しろ『日報』は改進党・憲政本党系，『新聞』は自由党・政友会系として対峙していたのである。Vgl. 
『山形新聞ニュース百年史』　山形新聞社：山形　1976年，178-183頁，304-305頁など。
２　本稿引用文中の旧仮名遣い・旧字体は，基本的に新仮名遣い・新字体にあらためた。
３　『新小説』明治22年8月第15巻所収，外編同好随筆，中井錦城『旧小説』。しかしその翻訳自体も森鷗外
に厳しく非難される。Vgl. 『欧米作家と日本近代文学』：58-60頁
4　『欧米作家と日本近代文学』：24頁
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What is man? That boasted demi-god! When he requires exertion, his strength forsakes 
him; whether he swims in the tide of pleasure or stems the torrent of misery he must 
one day stop; and though immortality be his hope, his assurance is, that to his cold, 
original existence he must soon return. (159) ５
「ひととはなんだろう。この讃えられた半神よ。ここぞというときに自分の力に裏
切られ。歓びの上げ潮に泳ごうとも，悲嘆の激流に立ちつくそうとも，いずれの日
にかそれを止めねばならない。不死が望みであろうとも，きっと，冷たい元の自分
にすぐ立ち戻らなければならないと判っているのだ」（1772/12/6）
　
　一方，ゲーテの原文 "Die Leiden des jungen Werthers" の当該部分はこのようになる。
Was ist der Mensch? der gepriesene Halbgott! Ermangeln ihm nicht eben da die 
Kräfte, wo er sie am nötigsten braucht? Und wenn er in Freude sich aufschwingt, oder 
im Leiden versinkt, wird er nicht in beiden eben da aufgehalten, eben da wieder zu 
dem stumpfen kalten Bewußtsein wieder zurückgebracht, da er sich in der Fülle des 
Unendlichen zu verlieren sehnte. (II.475) 6 
「半神だなどとたたえられているが，人間とはなんだろう！力が最も必要なときに，
かえって力がなくってしまうのではないか。歓びにとびたち，悲傷に銷沈するとき，
そのどちらの場合にも，まさに無限者の充溢のなかに身を没し去ろうとあこがれる
瞬間に，引きとめられ，にぶい，冷ややかな意識につれ戻されてしまうのではないか。」
（前田訳88：1772/12/6）
　原文と英訳，そして樗牛の和訳を並べてみると，そこにはいくつもの問題が看取できる。
まず第一に，樗牛の訳である。英訳で whether ... or ... と，歓びと悲嘆が並列されたものが，
樗牛訳ではなぜか「設令（たと）い渠は一度び快楽の潮に泳ぐとも早晩悲哀の流に立たざる
５　カッセル国民文庫版『ヴェルター』の引用については，以下を用いて引用の後に頁数を示す。The 
Sorrows of Werter. From the German of Goethe. Cassell and Company, Limited (Cassell's National 
Library): London, Paris, New York and Melbourne 1905. 英訳には拙訳を添える。拙訳の後に示した年月
日は書簡の日付である。
6　原文については，イタリック体でドイツ語原文と人文書院版翻訳とを並べて示す。訳者名を略した場合
は拙訳である。翻訳には原文に示されている場合，書簡の年月日を添えた。ゲーテによるドイツ語原文
は，後述する初版・第二版ともに以下の版から引用し，引用文の後に初版・第二版の別をローマ数字，
頁数をアラビア数字で掲げる。Johann Wolfgang Goethe. Sämtliche Werke (Dünndruck). Band 4. Der 
junge Goethe. Artemis-Verlags-AG: Zürich / Deutscher Taschenbuch Verlag GmbH: München 1977.『若
きウェルテルの悩み』前田敬作訳　ゲーテ全集第7巻　人文書院：東京　1960年
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を得ず」と，時間的に前後関係と換えられてしまった。さらに，「直に冷やかなる黄土に帰
らざるべからず」はなかなか難しい。この英語の一文だけを読めばなるほど樗牛の訳もあり
得よう。しかしながら，ドイツ語原文を見ればどうやら「不死」と「死」がセットになって
いるわけでもなく，むしろ「忘我」と「覚醒」がこの一文では述べられているのである。こ
の 部 分 全 体 を 見 て も， ゲ ー テ が「eben da wieder zu dem stumpfen kalten Bewußtsein 
wieder zurückgebracht, da er sich in der Fülle des Unendlichen zu verlieren sehnte. 無限なる
ものに満たされ忘我に憧れたそのときに，うつろな冷たい意識に引き戻される」と記したの
が，「though immortality be his hope, his assurance is, that to his cold, original existence he 
must soon return. 不死が望みであろうとも，きっと，冷たい元の自分にすぐ立ち戻らなけれ
ばならないと判っているのだ」と，理由は皆目判らないが，英訳では別の意味にすり替わっ
ている。この一文ゆえに一節が『吾妹の墓』冒頭に引用されたであろうが，不明瞭な英訳に
基づく，結果的には樗牛の誤訳といえなくもない。
　それではこのように重訳という問題だけでなく，どうやらいくつもの問題をかかえるらし
い樗牛訳『ヴェルター』は最初の邦訳という以外にとくに意味を持たない翻訳なのであろう
か。本稿では樗牛最初の，そして日本最初のまとまった『ヴェルター』翻訳について原文・
英訳・樗牛訳を比較しつつ，この疑問への答えを探してみたい。
２．カッセル国民文庫版"The Sorrows of Werter"　
　1886年発刊のカッセル国民文庫7は，先行するドイツのレクラム文庫に倣いイギリスで企
画され，日本でも「明治末から大正初期にかけて日本人学生や文学者たちに盛んに読まれた
と推測される」８ ，古典作品の廉価版叢書である。この廉価文庫シリーズに入れられた英訳
"The Sorrows of Werter" は，叢書のためにドイツ語から新しく翻訳されたのではなく，百
年近くも前の1802年にロンドンで出版された英訳の再録であった9。
7　カッセル国民文庫には，イギリス版，アメリカ版があり，またシリーズについても第1期から第4期まで
少なくと4回にわたり刊行されているらしい。下記研究の田村氏によれば筆者が引用するのは第4期シ
リーズの『ヴェルター』である。本文庫については，田村道美氏の書誌学的研究が詳しい。
　Vgl. 田村道美：アメリカ版カッセル国民文庫について　In: 香川大学教育学部研究報告　第Ⅰ部　第119
号　香川大学　2003年，田村道美：カッセル国民文庫の書誌的研究（1）　In: 香川大学教育学部研究報
告　第Ⅰ部　第135号　香川大学　2011年，田村道美：カッセル国民文庫の書誌的研究（２）　In: 香川
大学教育学部研究報告　第Ⅰ部　第136号　香川大学　2011年，田村道美：カッセル国民文庫の書誌的研
究（３）　In: 香川大学教育学部研究報告　第Ⅰ部　第137号　香川大学　2012年
８　田村道美：カッセル国民文庫の書誌的研究（1）, 7頁
9　もとの翻訳とカッセル国民文庫版の翻訳は編訳者による注が削除されたりする他には，大きな変更は
ない。カッセル国民文庫には総頁数192で揃えるきまりがあったらしいので（田村：「カッセル国民文
庫の書誌的研究（１），8頁），それが削除の理由のひとつなのかも知れない。筆者が比較に用いた19
世紀初頭の英訳は，初版ではなく，1808年の版である。The Sorrows of Werter; Translated from the 
German of Baron Göethe by Frederic Gotzberg. Albion Press: London 1808.
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　イギリスでのドイツ文学紹介は，『ヴェルター』の翻訳がほとんど嚆矢といってよい10。し
かし，18世紀末から19世紀初頭にかけて次々と英訳されるわりには，その翻訳の質となると
芳しくない。
　たとえば，1779年の "The Sorrows of Werter" は，ゲーテ自身がシュタイン夫人宛の書簡
で翻訳をほめてはいるものの11，フランス語からの重訳でありかつ原文の省略もある。1786
年の "Werter and Charlotte" はドイツ語からの翻訳であるが翻訳者のドイツ語力は明らかに
限られておりさらには，なんと独自の書簡さえ付け加えられている12。1789年の "The 
Sorrows of Werter" と1799年の "The Letters of Werter" では前者がフランス語からの重訳だ
が，後者と同じく既訳も参照できたためかそれほど悪い訳ではない。しかしそれぞれに省略
も少なくなかった13。1801年の William Render は，訳書 "The Sorrows of Werter" に主人公ヴェ
ルターやロッテを個人的に知っていると記したり，なかなか山師的素質を有した人物であっ
たようだが，その Render 訳をかなり利用しているらしい14のが，後にカッセル国民文庫に
再録される，Frederick Gotzberg なる人物による "The Sorrows of Werter" である。これも
決してゲーテ原文の忠実な訳ではなく，各英訳を調べた Long は「この版からゲーテの小説
がいったいどのようなものかが判るひとが果たしているだろうか」15と述べて，Render 版と
Gotzberg 版『ヴェルター』はともに，「訳者のドイツ語力不足と原文への無理解のせいで，まっ
たくひどい」16訳であると手厳しい。
　樗牛は明治24年6，7月頃，「キャッセルの十銭本を手にして，縁側を行ったり来たりしな
がら，それを黙読する。張詰めた感情は，黙読に耐えかねて，音読になる。そして樗牛は裏
庭に出て行った。やがて，樗牛は，目を泣き腫らして，部屋に戻ってきた。そして，［友人］
畔柳に，この夏休これを読んでは，とその本を示した。見ると，それが『ウエルテルの悲し
み』であった（…）」17。しかし，樗牛が手にしたその『ヴェルター』は，残念ながらそもそ
もゲーテの描いたヴェルターとは，少なからず姿を異にしていたわけである18。
10　O.W. Long: English Translation of Goethe's Werter. In: Journal of English and Germanic Philology. 
14. University of Illinois 1915, S.172.
11　Long: S.177.
12　Long: S.179-182.
13　Long: S.183-193.
14　Long: S.194-197.
15　Long: S.197.
16　Long: S.202-203.
17　工藤恒治『文豪高山樗牛』文豪高山樗牛刊行会：鶴岡　1941年，76-77頁
18　樗牛に先んじてごく一部を紹介した中井錦城も，四日ぶんの書簡を訳す前に短文を掲げたなかで，英訳
文の質がよくないらしいと述べている。「余頃日Cassell's National Libraryの出版書十数部を購いしの中
に有名なる独逸詩人Goethe著す所のThe Sorrows of Werter（英訳）あり。（...）之を友人某に聞く。此
書英文の翻訳に係れば頗る独逸原文の意を尽くさざるありと。」
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　Gotzberg 訳は，ゲーテの原典をかなり自由に翻訳しているのがその特徴のひとつである。
少し例を挙げながら検討したい。
　まず第一にカッセル国民文庫版（Gotzberg 訳版）の英訳には，しばしば原典にない文言
を加え読者の読みをある方向（それは大抵，より単純でセンチメンタルな読みである）へ規
定する，あるいは，言わずもがなの一文を加筆する傾向がある。
Wenn ich da sitze, so lebt die patriarchalische Idee so lebhaft um mich, wie sie alle, die 
Altväter, am Brunnen Bekanntschaft machen und freien, und wie um die Brunnen und 
Quellen wohltätige Geister schweben. Oh, der muß nie nach einer schweren 
Sommertagswanderung sich an des Brunnens Kühle gelabt haben, der das nicht 
mitempfinden kann.(II.385)
「祖先たちは，みんな泉のほとりで知合いになったり，求婚をしたりしたものなのだ。
井戸や泉のまわりには，恵ぶかい霊たちが棲んでいたのである。こうした気持ちの
わからないものは，つらい夏の日の旅のすえ，泉の冷たさで疲れを癒したことのな
い人間にちがいない。」（前田訳7-8：1771/5/12）
Methinks I witness our ancestors under the supposed influence of good spirits 
concluding treaties and making alliances be the fountain side. Methinks I see the poor 
pilgrim, overcome with the summer's heat, here resting on the bank, or bathing and 
refreshing himself in the crystal stream. Sure, my friend, that man has never enjoyed 
the cooling beverage of a spring, after a long summer's walk, whose feelings and 
thoughts are not congenial with mine.(18)
「あたかも貧しい巡礼が，夏の暑さに圧倒されて，この水辺に休らい，水晶の流れ
に水を浴び生き返るのを見る思いだ。」
 
Unsere Gesellschafterinnen nickten ein. Sie fragte mich, ob ich nicht auch von der 
Partie sein wollte? Ihretwegen sollt' ich unbekümmert sein. —Solange ich diese Augen 
offen sehe, sagte ich und sah sie fest an, solange hat's keine Gefahr. —Und wir haben 
beide ausgehalten bis an ihr Tor, (...). (II.405)
「連れの婦人たちは，こっくりこっくりと居眠りをしていた。あなたもお仲間入り
をなさったらいかがですか，わたくしにはどうぞおかまいなく，とロッテがいった。
「そのお眼があいているかぎりは」と，ぼくはかの女の顔を見つめながらいった。「絶
対に眠ったりしません」——こうして，ロッテの家の門口に付くまで，ぼくたちはが
んばりとおした」（前田訳24：1771/6/19）
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Sleep having closed the eyes of the ladies who accompanied us, Charlotte inquired if I 
was not desirous of some repose, hoping, if I was, her presence might be no restraint. 
"Thy presence," I replied, gazing on her lovely face, "must keep me awake—it would 
be impossible that I could close my eyes while thine were open." A modest blush 
overspread her cheeks, which soon resumed their natural bloom. We conversed till the 
coach stopped at her house, (...). (47)
「控えめに彼女は頬を赤らめたが，すぐにまたもと通りの自然な花咲くような頬に
戻った」
Meine Großmutter hatte ein Märchen vom Magnetenberg: die Schiffe, die zu nahe 
kamen, wurden auf einmal alles Eisenwerks beraubt, die Nägel flogen dem Berge zu, 
und die armen Elenden scheiterten zwischen den übereinander stürzenden Brettern. 
(II.420)
「むかし，祖母がよく磁石山の話をしてくれたことがある。船があまりにこの山に
近づきすぎると，たちまちあらゆる金具を吸いとられて，釘もすっ飛んでいってし
まい，あわれな乗組員たちは，崩れ落ちてくる板のあいだにはさまれて，ぺしゃん
こになってしまうというのだ。」（前田訳37：1771/7/26）
I remember an old story of my grandmother's about a huge mountain of loadstone. Its 
attraction was so great that whenever any vessel came within a certain distance, the 
nails flew to the mountain, and the wretched crew were lost among the disjointed 
planks. My friend will easily conceive the application. A world of such mountains could 
not vie with Charlotte in attraction. (71)
「我が友ならば，すぐに言いたいことがわかるだろう。そんな山々がそびえる世界だっ
て，引きつける力についちゃシャルロッテの敵じゃない」
Greifen die Kinder nicht nach allem, was ihnen in den Sinn fällt?——Und ich? (II.466)
「子供は，眼についたら，どんなものでも摑もうとする。——だのに，このぼくは？」
（前田訳79：1772/10/30）
(...) do not little infants endeavour to grasp at whatever strikes their fancy? and I ——
yes, yes——I am a child indeed! (147)
「わかった，わかった，僕はまったくの子どもだよ」
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Der Alte folgte der Leiche und die Söhne, Albert vermocht's nicht. Man fürchtet für 
Lottens Leben. Handwerker trugen ihn. Kein Geistlicher hat ihn begleitet. (II.511)
「法官は，遺骸についていった。息子たちも，ついていったが，アルベルトは同行
しなかった。ロッテの生命が気づかわれたからである。棺は，職人たちがかついでいっ
た。牧師は，ひとりも同行しなかった。」（前田訳120）
The body was attended to the grave by the old Steward and his sons, who, with 
unaffected grief, regretted the loss of so worthy a man! (192)
「遺体は墓場まで老いた法官とその息子たちに伴われていき，付き添いのものたち
は心から嘆き悲しみ，かくも立派な男を失ったのを残念に思った。」
　
　いずれも英訳に付した下線の部分が原文になく英訳で付け加わっている箇所である。原文
に比べて英訳は，一言でいえばなにかとくどい表現に変えられているのが看て取れよう。最
後の引用にいたっては，英訳の加筆によって原文の物語結末の淡々とした淋しさが，声を絞
り叫ぶようなセンチメンタリズムへとあまりにあっさり変貌したようすが明らかではないだ
ろうか。
　さらに Gotzberg の英訳には誤った読み・理解に基づく誤訳も散見される。単語の読み誤
り，あるいは文法の読み誤りによるのであろうか。
Und da käme ein Philister, (...). (II.391)
「そこへ (...) 俗物がやってきて，(...)。」（前田訳13：1771/5/26）
Then comes a philosopher, (...). (27)
「そこへ哲学者がやってきて」
Vetter? sagte ich, indem ich ihr die Hand reichte, glauben Sie, daß ich des Glückes wert sei, 
mit Ihnen verwandt zu sein? ——Oh, sagte sie mit einem leichtfertigen Lächeln:(...) (II.398)
「『おじさまですって』と，ぼくは，ロッテに手をさし出しながらいった。『あなたのご親戚
にしていただくような資格がぼくにあるのでしょうか』——『あら』と，かの女は，気安く
微笑しながら（…）。」( 前田訳18：1771/6/16）19 
"Cousin," I repeated, while leading her to the carriage. "Du you then consider me worthy the 
honour of being related to you? "Oh, sir," she replied, with a significant smile, (...) (37)
「『いとこですか』，と僕はいった，馬車に乗る彼女に手を貸しながら。『それでは，私があ
19　英訳では5月30日と記されている。
翻訳者としての若き高山樗牛
—　山形翻訳者の系譜　—
― 33 ―
なたとご親戚にさせていただく名誉にふさわしいものとお考えくださるのですか？』『まあ』
と彼女は応えた，何かいいたげな微笑みで。
　他にも，Gotzberg 版すなわちカッセル国民文庫版の『ヴェルター』には，後半「編者か
ら読者へ」以降を中心として，段落レベルでの省略あるいは訳者が内容をまとめて大胆に要
約したりする箇所にも枚挙にいとまがない。
　しかしながら，英訳における書簡の日付の誤り，一書簡すっぽり抜け落ちていたり ( ２月
8日付け書簡），ひとつの書簡がふたつに分割されていたり（３月15日付け書簡），あるいは
以下のような例を見ると，Gotzberg の翻訳を云々する前に，そもそも Gotzberg が底本とし
たであろうドイツ語版 "Die Leiden des jungen Werthers" が信頼できる版であったのかとい
う，どうにも解決し得ない疑問に突き当たるのである。
(...); das weiß ich, daß es zwei Uhr des Nachts war, als ich zu Bette kam, (...). (II.404-405)
「おぼえているのは，書きおわってベッドにもぐりこんだのが朝の二時であったと
いうことだけだ」（前田訳24：1771/6/21）
I can only recollect that I reached home, and went to bed at four o'clock in the 
morning (...). (46)
「ベッドに入ったのが朝の四時」
　なかんずく以下の翻訳部分などは，英訳のドイツ語底本が質のよいものではなかった証拠
とさえなり得るかも知れない。
Er fragte, ob nichts vorgefallen sei, und sie antwortete mit Übereilung: Werther sei 
gestern abends dagewesen. Er fragte ob Briefe gekommne, und er erhielt zu Antwort, 
daß ein Brief und Pakete auf seiner Stube lägen. Er ging hinüber, und Lotte blieb 
allein. (II.505)
「かれは，なにか変わったことはなかったか，とたずねた。ロッテは，昨夜ヴェル
テルが訪ねてきたと，あわてて答えた。手紙は来ていないかと訊くと，手紙が一通
と小包がお部屋においてあります，という返事だった。かれは，部屋にいった。ロッ
テはひとり残された。」（前田訳115）
(...) ,der [Albert] (...), sie ganz trocken fragte, ob sonst nichts vorgefallen, ob niemand da 
gewesen wäre? Sie antwortete ihm stockend, Werther seye gestern eine Stunde 
gekommen.——Er nimmt seine Zeit gut, versetzt er, und gieng nach seinem Zimmer. 
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(I.376)
「アルベルトは，彼女に冷たく尋ねた，他になにもなかったか，誰も来なかったか？
彼女はつかえながら彼に答えた，ヴェルターが昨日一時間ほど訪ねていた，と。う
まい頃合いで来たものだ，と彼は応え，自室へいった」
After some hesitation, she told him Werter had called yesterday, and stayed about an 
hour. "He chooses his time well," said Albert, and then retired into his room. (186-187)
「いくぶん躊躇ったあと，彼女は彼にヴェルターが訪れて一時間ほどいたと言った。
『いいときに来るものだ』とアルベルトは言って自室へ引き上げた」
　明らかに英訳はふたつめのドイツ語原文と一致している。周知のように，1774年にライプ
ツィヒで初版が出版された "Die Leiden des jungen Werthers" は幾つかの書簡を加えるなど，
加筆訂正を経て，1787年に第二版＝決定版としてゲーテの「全集」第一巻目に収められた。
おそらく普通知られている『ヴェルター』は，決定版を重んじる出版の習慣にしたがって，
第二版であろう。
　カッセル国民文庫に収録された Gotzberg による英訳も，第二版で加えられた書簡や書簡
への加筆部分が訳されているので，後者第二版の翻訳と考えたいところだが，初版から第二
版への書き換えでかなり変更された小説最後の「編者より読者へ」以降は初版を中心に再構
成されているのである。上のロッテとアルベルトの会話引用部分はまさにその初版と同一の
部分を英訳したのに他ならない。
　以上の観察を踏まえて本稿では，樗牛が和訳の下敷きとしたカッセル国民文庫版『ヴェル
ター』，すなわち1802年ロンドンで出版された Gotzberg 版についてこう結論したい。樗牛が
読んだ英語版『ヴェルター』には英訳者による加筆と省略によって原典とのずれがあったり，
あるいは原典の一面をことさらに強調したり単純化したりする変更がある。さらに誤訳も散
見され原典の姿を元通りには伝えていない。さらにまた，翻訳の底本としたドイツ語版の問
題かそれとも英訳の際に意図的になされたのかもはや知ることはできないが，カッセル国民
文庫版『若きヴェルターの悩み』英訳本は，ゲーテの原典初版と第二版がひとつの翻訳に混
交した，いわばハイブリッドの『ヴェルター』であった。
　さて，樗牛はその『ヴェルター』をどう読んだのだろうか。
３．『淮亭郎の悲哀』
　仙台第二高等中学校に学ぶ樗牛高山林次郎は，「一円は先日山形日報社より筆墨料として
送呉候もの貯蓄致居候」（明治23年11月8日養父母宛書簡）と，国元に伝えているように，遅
くとも明治23年には『山形日報』ですでにその筆を振るっていた。この原稿料はおそらく『後
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室』という作品に対するものであるが20，その他確認できるだけで，明治24年には『人生終
に奈何』，『断末魔』，先述の『吾妹の墓』，その他とくに題名のない短文などを高山林次郎は
樗牛の筆名で『山形日報』に寄せている。そんな付き合いの深い新聞に連載したのが『淮亭
郎の悲哀』である。さっそく樗牛の『ヴェルター』訳について検討したい。
　訳者樗牛は『ヴェルター』書簡7月18日付けの訳を示したあとこう述べている。「予の本
篇を訳するや，原文の意を失わざるを期するのみならず，一字一句をも猥りに改造せざらん
ことを努めたり。」(73) 21
　なるほど本人の決心に違わず樗牛の翻訳は，結論からいえば丁寧なよい訳ではないだろう
か。あるときは英語をそのまま流れる日本語に置き換えるのに腐心し，あるときには冗長に
ならないように意を凝らして翻訳しているのが窺える。
(...) that I could indite all that I feel, but in vain; words cannot reach such awful ideas, 
their sublimity overpowers and astonishes! (17)
「僕が感じるすべてを文字に出来るとか，しかし無駄だ。文字などこんな荘厳な思
いの数々には届かないし，その崇高さに圧倒され驚愕するばかりだ」（1771/5/10）
「されど思いしことも空なりき，文字は斯の如き高尚なる思想に達する能わず，一
種崇高（ルビ：サプライム）なる観念は我心を呑み，予は唯々茫然として驚嘆する
外なきなり。」(44)
(...); you may easily conceive the distress which this accident produced, and the 
expense, for it was attended with a surgeon's bill. (78）
「すぐに判ってくれるだろう，この事故のせいで舞い込んできた面倒やら費用やら
ときたら，外科の請求書も寄こされたのだから」（1771/8/12）
「御身は容易に此時の予の迷惑を察し呉るべきなり。」(80)
Oh, dearest angel, to-day or never! On Christmas Eve you will hold this paper in your 
trembling hand, and wet it with the tears of pity! (176-177)
「ああ，大切な天使，今日でなければならないんだ！クリスマスイブには，あなた
20　工藤：『文豪高山樗牛』では，「［明治23年］十月頃，山形日報に何か執筆したことは確実であるが，
さてそれがなんであるか判然としない」（75頁）とある。しかし，『山形日報』明治23年7月29日に樗
牛居士名で，『後室（五）』が掲載されていることから，本稿ではひとまずこの連載であった可能性を
示しておきたい。
21　樗牛訳『淮亭郎の悲哀』については，以下の全集版より引用し，引用文の後にその頁数を添える。『改
訂註釈樗牛全集』姉崎正治・笹川種郎編　第６巻　日本図書センター：東京　1980年
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はこの手紙を震える手に取り，憐れみの涙で濡らしてくれるだろう」
「おヽ親愛なる天女よ，予は今日御身を見ずんば，永久相別るべし。『クリスマス』
の夕には，御身は震える手に此手紙を取上げ，憫れみの涙を以て之を潤うすべきな
り。」(136)
　固有名詞などにも気配りをして，当時の日本人に馴染みのない語や人名は変更している。
そしてその変更は物語全体にそう大きく関わるものではない。とはいえ実のところ，18世紀
後半のドイツの若者にとって『Messias 救世主』の作者クロップシュトックの名前が喚起す
るイメージは，古代ギリシャのホメロスの名が与える印象からかなり隔たりがあったはずで
ある。しかしながら，樗牛はヨーロッパ文学にまだ詳しくない日本の読者を考えてか，他の
箇所にも登場するホメロスと入れ替えている。
I had procured her some oranges from the sideboard, (...). (41)
「僕はいくつかのオレンジをサイドボードから彼女にとってあげていた」(1771/6/16) 22
「余は食台の上にある数個のリンゴを取りて渠女に与えたり。」(59)
(...) she placed her hand gently upon mine, and in a tone of energy, cried: "Oh, 
Klopstock!" (45-46)
「優しくその手を僕の手に重ね，情熱を込めて強くいった『ああ，クロップシュトッ
ク！』」( 同上）
「渠女は其手を柔かに我手の上に置き，天を仰いで叫びぬ，『おおホーマー』。」(61)
　さらに，ときには前後の文章から自然な日本語を紡ぎ出した結果なのか，英訳よりも樗牛
の和訳のほうがむしろゲーテの原文を直接翻訳したかに見えることさえある。
(...) and last night, when I went to bed, I involuntary cried, "Good night, dear Werter." I 
recollected myself, and smiled at the self-compliment. (150-151)
「そして昨晩，ベッドへいったとき，思わず『お休み，親愛なるヴェルター』といっ
た。あとで思い出して，こんな風に自分に親愛なる，なんていったのを微笑んでしまっ
たよ。」(1772/11/21)
「昨夜予は寝床に就ける時，不意に叫びぬ，『御寝みあれ，親愛なる淮亭郎よ』。予
22　注19参照。
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は思わず吹き出しぬ。」(119)
(...) gestern nacht, da ich zu Bette gehen wollte und mit mir selbst allerlei schwatzte, 
sagte ich so auf einmal: Gute Nacht, lieber Werther! und mußte hernach selbst über 
mich lachen. (II.469)
「昨夜も，床に入ろうとおもって，いろんな独りごとをいっていたとき，だしぬけに，
「おやすみ，愛するウェルテル」といってしまった。あとで，自分でもおかしくて，
笑いだした。」（前田訳82：1772/11/21）
　とはいえ，場合によっては「一字一句をも猥りに改造せざらんことを努め」るよりも，日
本語の読みやすさや調子を優先したと思しき箇所もある。
Activity! If the man who plants potatoes and carries them to market be not a more 
active and useful being than I am, may I labour ten years longer at this cursed galley 
to which I am now chained. (109)
「行動性！もし，ジャガイモを植えて市場に運ぶ男よりも僕のほうが仕事をして役
立つ人間だなんていうならば，鎖でつながれたこの呪われて奴隷船であと10年働い
たっていい」(1771/12/24)
「吁彼の沢畔魚を釣るの叟，若しくは芋を半畝の田に植えて之を市場に運ぶの傖夫
にして，果たして予よりも劣りたるならんには，予は此の苦境にありて十年喜んで
猶お之を忍ぶべきなり。」(105)
　
　しかし全体として樗牛の『ヴェルター』翻訳は，自身が目指したとおりできるだけ原文の
意を伝えるために考え抜いた，讃えられるべき苦心の翻訳といってよいのではないだろう
か。
　ところで，樗牛の全集では，友人である嘲風姉崎正治と臨風笹川種郎が編注をつけている
が，樗牛が正しく翻訳した箇所を編注でわざわざ訂正している箇所がある。ロッテとヴェル
ターがダンスをするシーンである。
(...) at the same time informing me with agreeable frankness that she was particularly 
fond of allemande. "It is fashionable here," said she, "for every couple to dance an 
allemande, but my partner is not accustomed to them (...). (40)
「同時に僕に実はとくにアルマンド［ドイツ舞曲］が好きなのだとさわやかに打ち
明けた。『当地のしかたなのですが』と彼女はいった，『組になっているものたちそ
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れぞれがアルマンドを踊ります，でも私のお相手はなれてらっしゃらないので（…）』」
(1771/6/16) 23
「此時予に告ぐるに，渠女の殊に「アレマンデ」を好めるを以てして，『日々に一組
毎にアレマンデを踊るは此地の慣習なり，されど妾の相手は之を知らざるを以て
（…）』」(58)
　樗牛のように訳せば読者は「アレマンデ」なるものは舞踊のひとつの型であるのにすぐ合
点がいくであろうから，とりあえずは必要十分な翻訳である。ところが，全集版編者はこの
アレマンデに「A la mode 即ち流行の義」と，明らかに原文に当たらず誤った注を付してい
る24。樗牛の用語を解説したり省略された書簡まで注で指摘している編者にして，魔が差し
たとしかいいようがない誤りである。
　さて樗牛訳では，書簡全体を訳さない（7月11日，８月10日，1772年２月20日から８月4
日まで，同年9月6日，同9月15日など）場合と，書簡のある部分を訳さない場合とがある。
たとえば1772年2月から８月にかけての多くの書簡が省略されるのは，この間の書簡のほと
んどがヴェルターが宮廷を辞す顛末を伝える内容であり，樗牛が何よりもヴェルターの悲恋
の物語を翻訳の中心とした結果と想像できよう。同様に樗牛が全訳とせずに翻訳を省いた部
分は基本的に，ヴェルター・ロッテ・アルベルトの物語を中心に据えるための判断と考えら
れる。
　樗牛の翻訳にはもちろん誤訳と思われる箇所もある。とはいえ，そのなかには日本語に（あ
るいは当時の日本語に）英語と対応する語がなく，樗牛が苦心しながら選んだ日本語が意訳
と見える場合と，純粋な誤訳・見落としである場合とがある。
　たとえば，
(...) so many delightful relaxations this solitude affords, that life seems at present a 
greater pleasure than action. (16)
23　注19参照。
24　『改訂註釈樗牛全集』第６巻，58頁。ゲーテの原文の当該箇所は初版，第二版それぞれ"(...), daß sie 
herzlich gern deutsch tanzte."と"(...), daß sie herzlich gern Deutsch tanzte."（彼女は心からドイツ風の踊
りが好き）であり，ドイツ語のよくできた姉崎が原文を再確認していれば到底あり得ない誤りである。
　　この他にも樗牛訳が「予がオッシアンの詩を好むや」とあるのを，編注で「Ossianイタリア中古の詩
人」（69頁）としたり，樗牛の「十全なる天の父よ，（…）其父たるもの，果して之を怒るべきや」
（124頁）という訳の後半の「父」に編注で「原文，『天上の父』」と付しているのは実に理解に苦し
む。前の「十全なる天の父」という訳だけでも明らかなように，樗牛はこの挿話の「父」が家庭におけ
る父ではなく，キリスト教的「父」であることはじゅうぶん考慮して翻訳している。
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「この孤独のおかげで，こう喜ばしくものんびりできていると，行動するよりさし
あたりこうして生活しているほうがずっと楽しく思われる」（1771/5/10）
「今は営々として世上に立たんより，予には寧ろ退きて静かに青山に臥するの遥に
愉快なるを覚ゆるなり」(43)
などは action に一つの名詞を当てはめるのではなく「営々として世上に立つ」とやや解釈
を交えて訳して，さらに life は全体の文章に訳し込んでしまった形であるが，英文に添えた
直訳の拙訳よりも樗牛の訳のほうが日本語として遙かにすっきりとしているのではないだろ
うか。
　また次の例の paradox という，現在は「逆説，矛盾」という訳語が与えられることが多い
であろう語に「もっともらしい説」と訳を当てた樗牛にはその少なからぬ苦心が窺えこそす
れ，決してその訳語は誤訳とは言い難いのではないか。同様に樗牛が harmony に「愉快」
という訳語を当てるのも，「調和」などという現代においても生硬に響きかねない語にする
よりも実にこの文脈には相応しく思われる。
"Paradox!" interrupted Albert, "mere paradox!" (83)
「詭弁だ！」とアルベルトは遮っていった，「詭弁に過ぎない！」（1771/8/12）
「此時アルベルトは予の言を遮って曰く，『おおいかに御身の説の誠らしさよ』。」(84)
Oh! could but my dear mother witness the harmony which now subsists among us, (...) 
(99)
「ああ，ただおかあさまが，今このとき私たちの間を満たす調和を見てくださって
いるなら」（1771/9/10）
「おお若し吾親愛なる母上にして，今吾家の内の愉快なる光景を（…）。」(97)
　しかしながら，次のような例はやはり誤訳と言わざるを得まい。最初の引用は，『ヴェル
ター』抄訳全体でもとても珍しいが，おそらく樗牛の英文見誤りである。語源も同じ単語で
はあるが experiment が試行すること，experience がその試行によって得られる知識，とす
れば，ここはやはり別の訳語を期待したい。
Sometimes their endeavours fail, but the experiment is necessary, (...)(72)
「時には骨折りも無駄になる，でもやってみなくちゃいけない」（1771/7/30）
「時としては其の尽力の空しく破るることあり。されど経験は必要なり。」(76)
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I was once very near paying dearly for my vigilance, (...)(78)
「以前用心のためと思ってしたことで，実にひどい目に遭いかけた」（1771/8/12）
「予は嘗て予の保護の為に非常なる過失をなせしなり。」 (80)
(Heaven knows how) (78)
「（いったいどういうわけかさっぱりわからないが）」（同上）
「（天は之を知り給えり）」 (80)
How often do I envy Albert, when poring over his papers and parchment; (...).(92)
「書類や文書に没頭しているのを見るたび，何度アルベルトを羨ましく思っている
ことか」(1771/8/22)
「予は又幾度かアルベルトの手紙を見て，其身を羨みしや。」(91)
　とはいえ，次のような例となると，単に誤訳といってよいのか悩ましい。正確ではないが
原文のおよその意は汲んでいるからである。
All their time and thoughts are employed for a whole year in, perhaps, a matter of no 
greater consequence than how they may advance nearer to the upper end of the table 
by only one chair!(112)
「彼らときたらいつだって考えるのは一年中，おそらくは，ひとつきり，ようはど
うして椅子一個分だけでもテーブルの上座に近づこうか，こればかりを目指してい
るのだ」(1772/1/8)
「彼等のあらゆる時間と思想とは，一年中只只如何にせば其の座席を一階にても上
方に進め得べきやに費やすに過ぎず。」(106)
　誤訳には意味の取り違えもあるが，訳し落としもありえる。樗牛訳は抄訳であり，先述の
ように書簡単位での省略はあるが，次のような例は意図的な省略とも考えがたく，見落と
し・訳し落としではないだろうか。
Charlotte told me I was too rash; I was sorry for it. (60)
「シャルロッテは僕があまりに軽率だといった。僕はそれを申し訳なく思った」(1771/7/6)
「紗娘（チャーロット）は予に其余りに手荒かりしを告げぬ。斯くて（…）。」(67)
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　しかし，実のところこのような一文あるいは文の一部単位では，それが樗牛の意図的な省
略であるのか見落としなのかはそう簡単に見分けられるわけでもない。
I have been to visit her——yes, my friend, I have just returned: and now, while seated 
at my breakfast, shall resume my pen. (34)
「彼女のもとを訪ねていた——そうなんだ，君，いまちょうど戻ったのだ。そして，
朝食をとりながら，続きを書く」(1771/6/16)25
「——然り，我友よ，予は今正に帰り来りて，先に取りかけし筆を続くるなり。」(53)
４．翻訳者としての樗牛
　樗牛のゲーテ『ヴェルター』の翻訳が底本としたのは，到底質がよいとはいえないカッセ
ル国民文庫版の英語訳であった。そして，樗牛の翻訳は，前段で見てきたように，もとのド
イツ語原文を参考せずに，その英訳をできるだけよい日本語に移し替える作業であった。樗
牛が全訳ではなく抄訳とした理由は，現在のところ不明である。新聞社の都合であったかも
知れないし，樗牛の都合であったかも知れない。しかしながら，その抄訳を作るにあたって
は誤訳もあるとはいえ，ヴェルターの悲恋を中心にまとめ，物語の全体像をよく伝えている。
　樗牛が『ヴェルター』の書簡の一部を省略するとき，以下のように省略部分の代わりに独
自の一文を入れる場合もある。
What grace and animation in every turn she displayed; but when the measure was 
changed, the rest of the company, who were to turn round each other like spheres, 
produced some confusion through the irregularity of their motions. We had, however, 
the prudence to keep at a distance till the awkward ones had withdrawn, and then 
resumed our places with another couple and Charlotte's late partner and mine.I never 
danced before with so much satisfaction. (41）
「彼女の見せるひとつひとつの動きはなんて優雅で生き生きとしていることか。け
れども調子が変わって互いにくるくると円で踊るとなると，一同の残りはぎくしゃ
くした動きで多少の混乱を招いた。しかし僕らは，ヘタなひとたちが退くまで慎重
に一歩下がっていて，それから別の組，そしてさっきまでのシャルロッテと僕のお
相手の組と踊りを再開した。こんなに満足して踊ったことはないよ」（1771/5/30）
「渠女の足踏は如何に優しく又如何に軽やかなりしぞや。明珠盤を走り，天女空を行
25　注19参照。
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くも如何で之に勝るべきや。予は未だ曾て斯の如く愉快に舞踏したることなし。」(59)
　上の例からも，『ヴェルター』を翻訳するにあたって樗牛が，省略はするにせよ和訳それ
自体が自立した小説としてじゅうぶん読めるように配慮しているのが窺える。いうまでもな
くその配慮の仕方は，現代の翻訳の基準からいえば，創作に一歩踏み込んでしまった翻訳で
あり，批判もあるいは免れ難いかも知れない。しかし，西洋語に対して日本語がいまほど並
行的に対応していない，ひとつひとつの英語について標準的な日本語訳がまだ揃っていない
時代に，やはり樗牛の和訳はよい訳であったと評価したい。
Das war eine Nacht! Wilhelm! Nun überstehe ich alles. Ich werde sie nicht wiedersehn! 
(II.435)
「なんたる一夜だったか！ヴィルヘルム！いまならなんでも耐えられる。きっと僕
は二度と彼女に会わない！」(1771/9/10) 26
Alas, my friend! what a dismal night I have endured; but it is past, and I am now 
prepared for the worst——I shall see her no more! No more! (96)
「ああ，我が友よ，なんたる酷い一夜を堪えねばならなかったことか。しかしそれ
も終わりだ，さらに最悪のことへ気持ちも準備できた。彼女にはもう二度と会わな
い！二度と！」
「嗚呼我友よ，如何に鬱憂の中に予は此夜を過せしや。されど，そは已に過去れり，
而して今や予は最も不幸なる事に臨まんとす——。予はもはや渠女を見ざるべし。も
はや！」(94)
　ドイツ語原文の Das war eine Nacht!「なんたる一夜であったか！」ではじまるこの箇所が，
英訳では相変わらず説明的で冗長な表現とされているが，しかしそれを樗牛がひとつひとつ
丁寧に翻訳しているのが看て取れるだろう。やはり惜しむべきは，樗牛の翻訳力の不足では
なく，底本とした英訳本の質の悪さである。
　若き翻訳者としての樗牛の力は，たとえば nature という語に文脈によってさまざまな訳
を工夫して与えているのを見ても，じゅうぶん理解できる。
26　前田訳の当該部分は以下の通りである。「本当に忘れがたい一夜だった。ウィルヘルム，いまではもう
どんなことも平気だ。」（51頁）。ゲーテ原文初版も第二版もこの部分は同一でともにIch werde sie 
nicht wiedersehn.「きっと僕は二度と彼女には会わない」という表現が入っているのだが，第二版の全
訳である前田訳はどうやらこの最後の一文を落としてしまったらしい。
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Nature's work is always the same, but fortune makes the difference. (20)
「自然の業は変わらないが，違いはただ幸運の有無だ」(1771/5/17)
「吁天の人を造るや常に等し，財産只其の差を作るのみ」(47)
"Human nature," I continued, "has certain bounds; it is only capable of enduring a 
certain degree of pleasure, sorrow, and pain, and when this degree is exceeded, nature 
then becomes exhausted. (82-83)
「『人間の本性には』と，僕は続けた，『なにかある限界線がある。歓びも悲しみも
痛みもある限度までしか耐えられないし，もしその限界を超えたなら人間の本性は
憔悴してしまう』」(1771/8/12)
「予は尚お言を継いで曰く，「抑も人間の心は一定の限界を有す。楽しみにせよ，悲
しみにせよ，或は苦しみにせよ，只，一定の範囲内にありて之を受け忍ぶるを得。若
し其度を越えたる時は，心は即ち尽きたるなり。」(84)
(...) she[=nature] has produced nothing which does not consume itself (...) (91)
「それ［自然］が生み出すのはそれ自体を食い尽くすものばかり」(1771/8/18)
「彼の自然の万物を作るや，常に其物自ら滅するの道理を含めるなり。」(89)
As we naturally compare ourselves with the several objects we meet (...) (104)
「僕らは自然に自分自身を出会ういくつかの対象と比較してしまう」(1771/10/20)
「吾等は，おのづから吾等が遭遇したる種々の物と吾等の身とを比較するを以て
（…）。」(102)
　ここまで検討してきたように，樗牛訳『ヴェルター』の翻訳の質は悪くない，いや満20歳
の青年の翻訳として上質の部類に入るのかも知れない。
　では，明治半ばに地方新聞に発表されたその翻訳の現代における意義とはなんであろう
か。それを考えるには，しばしば引用されるゲーテの自作に関わる発言にまずは耳を傾けた
い。1824年『ヴェルター』に話がおよびエッカーマンはゲーテに述べた27。「Der Werther 
hat Epoche gemacht, weil er erschien, nicht weil er in einer gewissen Zeit erschien. ヴェル
ターが一時代を画したのは，それが世に出たからであり，決してある時代に世に出たからで
はないですね」，それに対してゲーテは，「Sie haben wohl recht. (...) weshalb denn auch das 
27　Johann Peter Eckermann: Gespräche mit Goethe. 3. Auflage. Artemis Verlags-AG: Zürich 1976, S.546-547.
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Buch auf ein gewisses Jünglingsalter noch heute wirkt wie damals. あなたの言うとおりだろ
う，（…）だから，あの本はいまだに当時と同じく，ある年頃の若者に影響を与え続けてい
るのだろうな」，と応えて『ヴェルター』が持つ時代を超えた普遍的な側面を認めている。
さ ら に 自 作 を ふ り 返 り ゲ ー テ は エ ッ カ ー マ ン に こ う 述 べ た。「Die vielbesprochene 
Wertherzeit gehört, wenn man es näher betrachtet, freilich nicht dem Gange der Weltkultur 
an, sondern dem Lebensgange jedes Einzelnen, der mit angeborenem freiem Natursinn sich in 
die beschränkenden Formen einer veralteten Welt finden und schicken lernen soll. さんざん
話題にされたヴェルター時代は，よく考えて見れば，当然ながら世界文化の道筋ではなく，
自由な自然の感受性を生まれ持ちながら，旧世界の堅苦しい枠に慣れて順応してゆかなけれ
ばならない，それぞれの個人個人の人生の道筋と関わっているのだね」。「(...) und es müßte 
schlimm sein, wenn nicht jeder einmal in seinem Leben eine Epoche haben sollte, wo ihm der 
Werther käme, als wäre er bloß für ihn geschrieben. (...) もしヴェルターがまさに自分だけの
ために書かれたと思える時期が一生のうちにない者がいるならば，それはあんまりだな」，
とゲーテは，個人個人が共感できる『ヴェルター』が，汎ヨーロッパ的な普遍性を持つにい
たったという見解を語っている。
　高山樗牛の『ヴェルター』翻訳は，抄訳であること，その漢文調の訳文の解しづらさ，そ
もそも原典の実像を伝えていない底本の質などのため，現代のわれわれが日本語で『ヴェル
ター』を読みたいならば，到底その選択肢には入らない。しかし，この樗牛はじめての長編
翻訳には，まだ東北で勉学を続けている若者が旧世界と葛藤する姿が映じてはいないだろう
か。そして引用したゲーテ自身の発言とは相反するが，ゲーテ『ヴェルター』を貧相な英訳
から精一杯日本語に移そうとするこの樗牛訳は，「個人個人の人生の道筋」と関わるだけで
なく，むしろ当時の日本がおかれた時代それ自体の道筋と無関係とは思われない。高山樗牛
の翻訳が，現代その『ヴェルター』を手にするわれわれに伝えるのは，単に「自分だけのた
めに書かれたと思える」ひとつの書簡体小説だけではない。そこに見えるのは，当時の日本
の読者に寄り添ったその翻訳方法と，それが抄訳であるがゆえにむしろ明確に伝えられる，
当時の若者が読み取った，読み取りたかった明治という時代の『ヴェルター』の姿なのであ
る。
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TheTranslators of Yamagata:
The Young Takayama Chogyū as Translator
Kenji KATO
From July to September of 1891, Ueruteru no Hiai (The Sorrows of Werter) appeared in serial 
installments on the pages of the Yamagata Nippou Newspaper. An abbreviated translation of 
Goethe's Die Lieden des jungenWerthers by Takayama Chogyū (real name Takayama Rinjirō), 
this work introduced Meiji-era Japanese readers to the famed work of the young Goethe for 
the first time. 
It is an unfortunate fact that Chogyū's translation was based on a flawed English translation 
of the original German text which was published in 1802 and subsequently republished as a 
volume of the Cassell's National Library series of classic European works. A careful 
comparison of this English translation and the original German text reveals many omissions, 
unnecessary rewordings, and misinterpretations in the English version, resulting in a 
translation that does not do justice to the original work in numerous places. Additionally, it 
also becomes clear that this English translation is based on a mixture of the first and second 
editions of the original Werther text.
In his abbreviated translation, however, Chogyū resolves that he will "undertake not to 
misconstrue the meaning of the original (English) text, and will not make a single unnecessary 
change," so as to allow him to give a faithful rendering of the Werther story as he understood 
it. A comparison between Chogyū's translation and the English version shows us how 
successfully, albeit with a few mistranslations, the young translator was able to convey the 
story in his skillful and natural Japanese. 
While Chogyū's Werther translation, written in an older style of Japanese and based on a 
imperfect English version, cannot be considered an "accurate" translation of Goethe's original 
work, it nonetheless affords us a telling picture of the Werther story as it appealed to Chogyū 
and the young Japanese readers of a rapidly changing Meiji era.
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